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教科工業を規定する高等学校学習指導要領は. 1951年の試案に始まり. 1956年. 1960年，
















































































行った。これを受け，教育課程審議会は，中央教育審議会の答申 4)5)をはじめ， 1998年 7月の







は，卒業単位数が 85単位以上，その後， 1978年に 80単位に削減され，上述のように，現行
では 74単位以上となった。なお，卒業要件単位は上記の単位以上となるよう各学校で設定さ
れており， 2007 年の調査 8)によると，卒業要件単位として 80~89 単位に設定している専門高

























































で減少する傾向にある。具体的には， 1959年は 334校あったのに対し， 1964年には 551校と
急増しており， 1984年には 620校， 1995年には 695校となっている。その後は減少傾向に転


























校等への進学の割合が 38.6%，就職が 57.1%である。進学者のうち(進学者全体を 100%とす









職率は，高校生全体として 2008年は 94.7%，2009年は 93.2%，2010年は 91.6%と緩やかな






握することを試みている 20)。同研究では，全国の工業高校から 165校を抽出 L，r実習」等の
実施状況について， 1976年， 1987年， 1996年， 2005年の 4回に渡る縦断的な調査を実施し
ている。その結呆，工業高校生が履修する「実習」の平均単位数は， 1976年は 13.4単位， 1987 






設されていた科目の総単位数が 111 単位程度で，そのうち 49~50 単位が教科工業の科目であ
った。それが 1978年の高等学校学習指導要領の改訂により， 1980年代では，全体が 96単位
程度，教科工業の科目が 42~43 単位程度に縮減，さらに 1989 年の改定により， 1990年代に
































入学後の中途退学率の推移 26)に目を向けると，高校生全体としては， 2000年， 2001年度の 2.6%
をピークに， 2008年度の 2.0%にかけて緩やかに減少し， 2009年度は1.7%と大幅に減少して


































































































































































































いくつかの段階モデルが提唱されている。例えば Kram(1985)は初期キャリア (22~40 歳)J.
「中期キャリア (40~60 歳)J. r後期キャリア(60歳以降)Jの 3段階を示しており，初期キャリ
アではプロテジェ，すなわち教えを乞う側になることが，中期キャリア以降ではメンター，す
なわち指導者側となることが職業的アイデンティティ形成において重要になることを示した
刷。また Super(1957)は成長期J. r探索期J. r確立期J. r維持期J. r下降期」のように 5
段階を示し，これらの中で職業選択との関わりの深い段階を「探索期」と指摘し，さらにこの







































































































































































力感として，適応資質効力感，専門性効力感の 2因子を抽出している o そして，これらの因子
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